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8．　持久運動における血清鉄の変化について
　　　一血清ハプトグロビソとの関係一
　（衛生学公衆衛生学）
　　勝…村　二二，岩根　久夫，大谷由美子，
　　下光　ve　一，五平　博臣，高波　嘉一，
　　坂本　　歩，藤枝　七色，藤波　裏二
　（八王子医療C）
　　石井ユリ子，中島　英文
目的：持久運動における血清鉄濃度（Fe）と血清
ハプトグロビン（Hp）の変化の検討。方法：1989年
ハワイアイアンマントライアスロン（水泳3，9㎞，
自転車180．2㎞，マラソン42．195㎞）参加日本人男
子16名（21～50歳）から，レース2日前，ゴール
直後，翌日に採血。結果と考察：血中ヘモグロビ
ン濃度はレース前14．3±O．27g／dC，ゴール直後14．7
±0．23g／d2と増（p＜．05），翌日13．3±O．15g／d尼
と反対に減（p＜．001）。ヘマトクリットも前41．9
±0．77％，直後44．8±0．76％と増（p＜．001）（血液
濃縮），翌日40．4±0．52％と減（p＜．05）（血液希
釈）。Feは前112．8±9．99μg／（Ve，直後68．8土7．48
ng／dCと減（p＜．001），翌日159．4士3．09μg／（Veと
増（p＜．01），Hpは前93．4±：9．92　mg／d¢，直後70．6±
10．78　mg／deと減（p＜．01），翌日92．8士7．95mg／d尼
と前のレベルに（NS）。直後のFeとHpの前値に対
する変化率は，有意に相関（r一。503，p＜．05），
血管内溶血が運動後のFe低下の要因の一つである
ことを示唆。
　10．間接喫煙の微小循環に及ぼす影響の検討
　　　（Vitamin　Eと赤血球変形能の関連から）
　　（外科学第二）　東　理佐子，山口　　寛，
　　　　石丸　　新，古川　欽一・
　慢性動脈閉塞疾患のrisk　factorとして喫煙は重
要であるが，その作用には不明の点が多い。今回，
我々はvitamin　E（VE）投与下及び欠乏下で各々間
接喫煙動物モデルを作成し，これらの状態が動物
の微小循環に及ぼす影響について検討した。
　ラットを喫煙・VE欠乏群，喫煙・VE大量投与
群，VE欠乏群，対照群の4群に分け，8週間飼
育の後，血中のVE，ニコチン，コチニソ，過酸
化脂質（MDA）濃度，および赤血球変形能を測定
した。
　赤血球変形能は微小循環の良否を決定する重要
な因子であるが，今回の検討で，赤血球変形能は
間接喫煙により有意に低下し，VE欠乏にて更に
低下した。また非喫煙群にもVE欠乏にて赤血球変
形能の低下が認められた。vitamin・Eはfree　radical
scavengerとしての作用を持つこと，及びradical
量のパラメータとしての過酸化脂質濃度が喫煙群
に比し，vi・tamin・E欠乏群では投与群に比しそれぞ
れ高値であったことから，喫煙の微小循環に対す
る傷害作用はradicalを介したものであることが推
定された。
　9．開心術におけるエリスロポエチンの使用経験
　　（外科学第二）
　　　　阿久津博美，東　理佐子，山崎　　徹，
　　　　河内　賢二，福島　洋行，石丸　　新，
　　　　古川　欽一
　輸血後肝炎やGVHDなどの同種血輸血合併症を
回避する目的で術中回収式自己血輸血（1987年か
ら），さらに輸血部の協力を得て1988年から術前
二三郎自己血輸血を導入し良好な同種血輸血節減
効果を得てきた。最近リコソビナソト・ヒト・エ
リスロポエチンを併用する機会を得たので使用経
験を報告した。
　開心術51例中7例をEpo（＋）群，非投与44例を
Epo（一）群とし検討した。　エリスロポエチン投
与方法は術前2週間に週3回6000単位つつ静脈内
投与し，術前貯血方法，鉄剤の投与は両群とも同
様に行った。
　入院時ヘモグロビン値と自己二二血量はEpo
（＋）群が12．8g／dε，4．3単位で，　Epo（一）群は
13．8g／de，3．3単位であった。無輸血率は両群と
も約66％と良好で差は認めなかったが，Epo（＋）
群は平均で約1単位分多く義血が可能であり，同
種血輸血節減に有用な方法と考えられた。
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